
回 覧 

 

 

足利市地域福祉会館だより  

令和３年９月号 足利市山下町 1312番地１ ☎６２－７６９０ 

 

 

 

 

 
 

人権セミナー開催のご案内 
「原発事故から１０年 ～ 被害を語ることのできる社会へ～」 

東日本大震災、そして原発事故から 10年が経過しました。今

なお、故郷に帰ることができない方や原発事故後の差別問題に苦

しむ方がいます。その現状と差別をなくすための社会の在り方に

ついて学びます。 

開催日時 9月２５日（土曜日）午後 2時～午後 4時 

・対 象  一般 

・定 員  ４0 人（事前登録制） 

・参加費  無料 

・会 場  地域福祉会館 集会室 

・講 師  宇都宮大学 国際学部 

准教授 清水 奈名子 さん   

※新型コロナの感染拡大状況で中止、変更またはオンライン配信

になる場合があります。 

・受付期間 9 月３日（金）～２２日（水）（土日祝日除く） 

・受付時間  午前 9時から午後５時 

・申 込 先 地域福祉会館    

・電    話 ０２８４－６２－７６９０ 

※当日は、マスクを着用していただき、体調不良の場合は参加を

取りやめる等の感染症予防対策にご協力をお願いします。 

 

山前絵手紙愛好会さんの作品 

初秋にちなんだ素晴らしい絵

手紙の作品をいただきました。

次回号もお楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪人権トピックス≫ 

「STOP！ワクチン差別」 

新型コロナウイルスの感染拡

大で予防接種が勧奨されてい

ますが、強制ではなく、あくま

でご本人の意思に基づくもの

で、接種を望まない方に接種

が行われることはありませ

ん。また、病気など様々な理由

で接種をすることができない

方や接種に際して注意が必要

な方もいらっしゃいます。家

族、友人、職場や周囲の方に接

種を強制したり、接種を受け

ていない人に差別的な扱いを

しないようお願いします。職

場等で接種を求められても、

希望しない場合は、接種しな

いことを選択できます。 

 

🏓 ジュニア卓球教室開催しました！ 
 

6 月 2 日から 30 日までの水曜日連続 5 回の日程で、小学 4

年生以上の児童を対象に、ジュニア卓球教室を実施しました。 

講師は、足利市卓球連盟の指導員の方で卓球の基本から試合が 

できるまで丁寧に教えていただきました。最後は、参加者の総当

たり戦を実施し、優勝者は、指導員の方とゲームを実施しました。

東京オリンピック２０２０の混合ダブルスで史上初の金メダル

を獲得しましたが、この卓球教室からも未来のアスリートが輩出

できたらいいですね。 

 

 
 



📖人権関連貸出図書のご紹介📕 
 

〇新版 差別論 

差別はなぜ起こるか、どうすればなくなるかに

ついて書かれた本です。 

（発行元：明石書店 著者：佐藤裕） 
 

〇身の回りから人権を考える 80のヒント 

長年、人権担当者として企業で啓発資料を執筆 

してきた著者の身近な話題をもとにした人権  

コラム集 

（発行元：解放出版社 著者：武部康広） 
 

〇屠畜のお仕事 

牛や豚の解体作業に従事した解体作業員の記録 

（発行元：解放出版社 著者：栃木裕） 

 
☆ご興味のある方は会館まで!！ 

 

 

 

人権と福祉 トピックス「ハンセン病問題と人権について」その４  

会館だより１２月号から 3 回にわたり、ハンセン病問題と人権について特集で掲載しまし

たが、今回の「ハンセン病問題から学ぶこと」で最終回となります。 

ハンセン病は、１９４０年代に治療薬が開発され、適切な治療をすれば治る病気になったの

にもかかわらず、９０年にわたり、患者や回復者を強制隔離し、患者だけでなく家族も想像を

絶する偏見や差別を受けてきた歴史があります。 

今回の新型コロナウイルスに、不安や恐れを抱くのは当然です。しかし、差別や偏見がある

と、感染の可能性があっても受診をためらったりして、かえって感染拡大にもなりかねません。

感染症は、自分が感染してしまうかもしれないし、感染させてしまうかもしれない問題です。

「戦うべき本当の相手は人ではなくウイルス」です。偏見や差別的な言動に同調せず、国等の

正しい情報に基づいた冷静な行動をとることが私たちに求められます。 

◎当館では生活上の各種相談を行っています 
 
生活相談（経済問題）、職業相談、福祉相談 
◆相談受付時間 
平日 午前 8時 30 分～午後 5時 

文芸コーナー 

（足利俳句会さんの作品より） 

足利の水の美味しと帰省の子   （善子）    

上り端に南瓜ごろっと置かれけり （恵美子）  

七夕や姉妹メールでミニ句会   （陽子） 

空っぽの心包んで蝉時雨     （トリ子） 

ワクチンを打ちて出づれば青田風 （礼子） 

ひまわりに佇ち望外の余生とも  （房子） 

水がありいのちが生まれ我らあり （ゆみ） 

向日葵に勇気と希望貰いたる   （ヒロ子）               

吊り橋の水音高し合歓の花    （セウ） 

せせらぎに小さき子らの水しぶき （菊男） 

 

こども人権講座を開催しました！ 

8 月６日、学童クラブの児童（小学 4 年生以上）対象に行 

いました。講師は、県安足教育事務所の近藤正和先生で、人権 

について分かりやすくお話しをいただきました。 

ぬり絵を行ったり、人権啓発アニメーションを視聴しながら、 

人権の基本的なことについて楽しく学ぶことができました。 

特に、自分に思い込みがあることに気づくことや、オリンピックやパラリンピック開催を 

きっかけに人種、障がいの有無等による違いを認め、多様性について理解・尊重することが大

切だと認識しました。 

 

 

 

 

 

 


